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彼の規定は基本的には， R リント γ(R.Linton)のそれと同ーのものである
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この7ッセノレの分析は，古きにあげた3原因と 致する O すなわちaと7，
bとイ cとウとL、う具合f:対応しているのである。それゆえ理論上の概念化
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c 専門的知識。 r専門的知識にもとつくパワーは， 0が専門的知識や熟
練をもっているという Pの信念にもとづく。」州
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加者はがステムに完全に包括きねているわけではない。たとえば系列下の中間
商人はシステムに依存するとともに，基本的には独自の存在をもった独立した
経済計算単位として存在している。また製造業者の方でもロスク負担，在庫負
担の軽減等の配慮から，こうした中間商人を完全に統合してしまうのではなし
一応は独立した経営として存立させている。それゆえこうした関係がうまくモ
デル化できるように， システム論と要素論を調停しようとしたクソレドナーの説
を援用し4へとくに彼の機能的自律性の概念をもってシステム・そデノレの修正
を試みたのであった。
修正モデノレ作成の意図は以土のとおりであるが，今後の課題としてあげられ
るのは次の点である。すなわちこの続編をなすコンフリク}管理戦略について
の修正モデルの構築と，こうした修正モデルの実証研究の展開である。これら
の課題については，稿主改めて展開することにしたい。
(1984. 1. 12脱稿〉
49) 新明正道，前掲書.74ページ参照。
